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女性アーカイブセンター10周年
女性の歴史を今に活かし、未来につなぐ
(独)国立女性教育会館 情報課 客員研究員
青木 玲子
2018.11.21 
女性アーカイブセンター 女性の歩みを受け継ぐ
12/15/2018
2
2005～2006 調査・研究プロジェクトチーム
• 収集・整理(保存)・提供に関する方針・方法を明らかにする
• 女性関係史・資料の所蔵(保存)状況と課題を明らかにする
• 海外事例調査
• NWEC 所蔵女性関係資料の試験的整理
• 女性デジタルアーカイブシステム構築のための検討
• 資料収集のための方針・範囲について検討
• 既存アーカイブの調査
『女性アーカイブセンター機能に関する調査報告書』(独)国立女性教育会館,2007.3
https://www.nwec.jp/about/publish/information.html
女性アーカイブとは その必要性
男女共同参画社会を推進し、活力ある21世紀を築いてゆく
には、過去において男女共同参画を推進してきた女性の生き
方や行動、女性の活動・運動、女性政策・施策、そして女性
の活動について知ることが必要です。
そして、そのためには、歴史的事実を検証するための資料を
体系的に収集・整理し提供する「女性アーカイブ」が必要です。
「女性アーカイブセンター機能に関する調査研究報告書」 2007.3
はじめに 神田道子(前国立女性教育会館理事長)
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女性アーカイブとは、その体制
二つのアーカイブズ類型―
①歴史的資料のコレクション、あるいはその保存組織
②記録を発生させたプロセス自体に即して構築された組織［トマセン2005：13]
二つのアーカイブズは一体化、あるいは緊密な連携がとられるべき
アーカイブズのあるべき体制
組織に伴って設置されたアーカイブズが、記録を発生させたプロセス自体に即してそれを系統的に管
理し、そのなかから継続的価値を持つと判断した記録を歴史資料として保存・利用していく体制
女性アーカイブズ構築の必要性
歴史的事実を検証するための資料を体系的に収集・整理し提供する組織であり、そのなかでも女性
に関する資料収集保存を目的とするアーカイブズを女性アーカイブスという
• 国立女性教育会館編『研究ジャーナルVol.21  女性アーカイブス』 2008.3
• 女性アーカイブスの役割とその可能性 久留島典子(東京大学史料編纂所) 12,5-15 1) 
女性関係資料保存の現状
移管・寄贈
1 図書館、文書館、博物館、大学
• 女性アーカイブとしてのミッション
• アーカイブや資料整理の専門家
• 目録・DBの整備・公開
• 歴史的なコレクションの所蔵
• 相互利用ネットワーク
女性関係資料の作成、発生源
2 公民館、生涯学習施設、男女共同参
画担当課(室)、女性関連施設、女性学
研究所、女子大学 等
3 女性団体、女性史研究会、個人
• 多様な資料形態
• 公開困難な個人情報、著作権
• 資料散逸、劣化
• 資金
• 専門家や連携システムの必要性
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国立女性教育会館 女性アーカイブ
1 女性関係資料の系統的、継続的収集、保存、提供システムの開発
国立女性教育会館女性アーカイブセンターの運営
女性アーカイブ →NWEC災害復興支援女性アーカイブ
2 女性施設、各地の情報機関の資料収集、整理、保存の支援
調査研究報告書 →バックアップ資料の作成
2 個人・団体が所蔵する女性関係資料の散逸と劣化の危機
女性アーキビスト研修 →職員の研修・調査参加 →女性団体との情報交換
4   データベース化、目録
目録作成・装備 デジタルアーカイブ目録・画像公開 →ミニコミ誌データーベース
5 女性関連施設、図書館、大学等の相互ネットワークの構築
企画展における連携 パネルの貸出 →アーカイブの活用 → アーカイブグッズ
国立女性教育会館
女性アーカイブセンター 収集・基準 平成20年
我が国の女性の歴史にかかわる資料
• 女性(婦人)教育
• 女性問題、女性労働、女性運動、
• 女性政策
• 女性関係団体・機関
• 女性史編纂
国立女性教育会館にかかわる資料
• 時代 原則として明治以降
当面、「国連婦人の十年」1976-1985
• 地域 全国的に影響を持った事例
• 形態 原則として、非公刊の公私の記録・
文書
写真、ポスター、チラシ、音声記録等
希少な刊行物、歴史資料としい重要なモノ
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資料の収集～公開まで 2018年現在
情報収集 コレクションの補充
１．寄贈希望者と直接打ち合わせ
資料調査、寄贈者からのヒヤリング(寄贈・委託、著作権、資料来歴)
資料収集基準に基づき、収集方針によって課内第一次検討 返答
２．資料の収集
資料一次借用→預かり証の発行（一次借用しない場合も）
３．「女性アーカイブセンター資料選定委員会」に諮る
４．「資料群」としての受入を決定
資料の出所が同じものは、資料群という一つの「かたまり」にする
出所原則：アーカイブはいかなる他の出所のものとも混ぜてはならない
５．覚書の取り交わし
６．目録作成、装備
７．デジタルアーカイブで目録・画像を公開
* 著作権や肖像権など権利関係の確認が重要
8  資料の活用 広報 展示 レファレンス事例
女性アーカイブ構築の課題
• 選定の視点 コレクション構築 女性に関わる記録・女性の記録
• 選定の困難 ジェンダーの視点を持ったアーキビスト・ライブラリアン
• 女性政策・女性史資料などの公的記録の散逸
• 寄贈者の高齢化による資料の維持困難 (相続者との関係)
• 多様な女性の活動と記録形態
• 生活記録・写真などの個人情報
• 資料の劣化、特にAV資料、(聞き取テープなどのテープなど)
• 私文書の寄贈者の、アーカイブの契約などの理解
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女性アーカイブ 女性情報とは
女性の社会的な現状を伝える情報
女性の活動・生き方を伝える情報
女性の人権尊重、課題解決のための情報
男女共同参画政策の情報
女性の表現・芸術の情報
• KNOW HOW Conference in Mexico 2009 発表 青木玲子、尼川 洋子
整理
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女性アーカイブセンター資料
35資料群→デジタルアーカイブシステム(2018.11.21)
最新 女性解放をめぐる占領軍政策インタビュー集
所蔵展示 10年の歩みを振り返って
女性の学習・生活・女性運動の記録
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企画展示 10年の歩みを振り返って
チャレンジした女性 科学・化学・実業教育・高等教育
企画展示 10年の歩みを振り返って
チャレンジした女性からチャレンジする女性へ
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女性アーカイブの活用
1 資料展示 (常設展示・企画展示)
2 パネル作成 (館外貸出)
3    ファクトシート、インタビュー集 グッズの提供
3    アーカイブを活用した学習プログラム
4 アーカイブ保存修復研修
5 読書会 映画・ビデオ上映会 音楽会 落語会
6 調査研究 等
機関連携と情報ネットワーク
18
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神奈川県立図書館 女性史資料 山川菊栄文庫
コレクション構築 共有 Mapping the World
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調査・研究 London School of Economics
女性アーカイブを創る University of Leeds
University of SYDNEY
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活用プログラム 歴史散歩・読書会・起業
NWEC 災害復興支援女性アーカイブ
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女性と災害展示、震災文庫
全国の男女共同参画センター 女性団体がデータ登録
越谷市ほっと越谷 大阪府ドーンセンター 静岡市アイセル
フォトボイス プロジェクト 「重い荷物」
PHOTOVOICE PROJECT INC.
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文献、参考URL国立女性教育会館 リポジトリ― 
https://nwec.repo.nii.ac.jp/
• NWEC実践研究（旧ジャーナル・旧研究紀要）
国立女性教育会館編『研究ジャーナルVol.21  女性アーカイブス』 2008.3
森未知「パイオニア女性に学ぶ : 大学生向け女性アーカイブセンター所蔵資料を活用した学習プログラム」 NWEC実践研
究,1,107-117 (2011-02-01)
市村櫻子「研究資源アーカイブの可能性」 NWEC実践研究,4,158-167 (2014-02-28) 
山崎裕子「NWECの情報事業から-他機関との連携事業について」 NWEC実践研究,7,165-178 (2017-02-28) 
赤嶺良子 森未知「NWEC情報事業の最近の動きから：「NWEC災害復興支援女性アーカイブ」「日本女性のミニコミデー
タベース」など」 NWEC実践研究,4,132-143 (2014-02-28) 
山崎裕子「女性アーカイブセンターの展示事業における新たな試み」 NWEC実践研究,6,226-238 (2016-02-28) 
• 女性アーカイブセンター企画・所蔵・特別展示 資料
• アーカイブ保存修復研修・女性情報アーキビスト養成研修 資料
山崎裕子「女性アーカイブとNWEC」アーカイブ保存修復研修レジュメ 2017 (2017.11.20)
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文献、参考URL
• 国立女性教育会館編『女性アーカイブセンター機能に関する調査研究報告書～女性の歴を今に生かし、未来へつなぐ』」
2007.3 
• Atria 'Teaching Gender with Libraries and Archives: The Power of Information' ATGENDER and CEU 
press , 2013.
• Suzanne Hildenbrand, ed. “Women‘s collections : libraries, archives, and consciousness ” Haworth 
Press, 1986
• 神奈川県立図書館 http://www.klnet.pref.kanagawa.jp/yokohama/information/tenji150819.htm
• Feminist Library in London  http://feministlibrary.co.uk/
• The Bishopgate Institute http://www.bishopsgate.org.uk/Library
• Women’s Library   London School of Economics library 
http://www.lse.ac.uk/library/collections/featuredcollections/womenslibrarylse.aspx
• Glasgow Women’s Library  http://womenslibrary.org.uk
• Future Feminist Archive - The University of Sydney    http://sydney.edu.au/sca/galleries-
Events/future-feminist-archive/index.shtml
• Feminist Archive,Feminist Future http://www.feminist-archives.leeds.ac.uk/
Sharing the Past
Debating the Preset
Creating the Future
• 過去(歴史)の共有
記されなかった記録、発言できなかった女性たち
• 現状を問う
女性の人権は守られているのか ジェンダー視点
・ 未来を創る
次世代への記録
International Conference on Archiving in the 21th century 80 Years Collection IAV   
Atria  in Amsterdam   Dec,3&4.2015    
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私の地域、私の機関にも
女性アーカイブを
